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「
地
域
別
最
低
賃
金
は
１
年
で
１
円
。

１
０
０
円
引
上
げ
る
の
に
１
０
０
年
掛
か

る
な
～
」
2
0
0
4
年
、
当
時
在
籍
し
て

い
た
連
合
福
岡
最
低
賃
金
担
当
者
の
ボ
ヤ

キ
で
あ
る
。「
鉄
鋼
業
最
低
賃
金
の
引
継

ぎ
？
『
会
社
と
の
事
前
協
議
』
以
上
！
」

2
0
0
8
年
、
前
任
事
務
局
長
か
ら
の

端
的
な
引
継
ぎ
内
容
で
あ
る
。

　

2
0
0
8
年
に
特
定（
産
業
別
）
最
低

賃
金
を
担
当
し
て
か
ら
足
掛
け
９
年
。
こ

の
間
、
福
岡
県
の
地
域
別
最
低
賃
金
は
80

円
引
き
上
が
り
、
鉄
鋼
業
最
低
賃
金
も
97

円
引
き
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

今
回
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
か
ら
寄
稿
依
頼
の
機
会

を
得
た
の
で
、
基
幹
労
連
福
岡
県
本
部
が

行
っ
て
い
る
意
思
統
一
や
引
上
げ
に
向
け

た
労
働
者
側
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
報
告

さ
せ
て
頂
き
た
い
。

県
本
部
内
部
の
腹
合
わ
せ

使
用
者
側
委
員
と
の
腹
合
わ
せ

　

基
幹
労
連
の
最
賃
対
策
委
員
会
は
、
６

福
岡
県
に
お
け
る

鉄
鋼
業
最
低
賃
金
の
取
り
組
み

月
に
基
本
的
進
め
方
が
示
さ
れ
、
７
月
に

主
な
主
張
点
や
具
体
対
策
、
業
界
団
体
へ

の
協
力
要
請
な
ど
が
審
議
さ
れ
る
。
こ
れ

を
受
け
て
、
福
岡
県
本
部
に
お
い
て
は
、

６
月
と
９
月
に
最
賃
担
当
者
会
議
を
配
置

し
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
、
９
月
の
最
賃
担
当
者
会
議

で
は
、
主
な
主
張
点
や
目
指
す
べ
き
引
上

げ
金
額
等
に
つ
い
て
、「
良
か
否
か
」
の

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

専
門
部
会
に
出
席
す
る
３
名
に
全
権
委
任

す
る
こ
と
を
前
提
に
「
主
張
す
べ
き
金
額

は
、
○
○
円
。
そ
し
て
、
ギ
リ
ギ
リ
○
○

円
な
ら
譲
っ
て
結
審
止
む
な
し
」
な
ど
の

意
思
統
一
を
図
っ
て
い
る
。

　

一
方
、「
関
係
労
使
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

に
よ
り
改
正
さ
れ
る
べ
き
」
と
す
る
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

第
２
回
専
門
部
会
開
催
前
ま
で
に
鉄
鋼
労

使
で
事
前
協
議
を
行
っ
て
き
た
。
最
近
で

は
、
経
営
団
体
か
ら
各
社
へ
の
指
導
も
あ

っ
て
難
し
さ
も
あ
る
が
、
以
前
は
、「
鉄

の
一
発
回
答
」
と
言
わ
れ
実
質
１
回
で
結

審
し
、
他
産
別
の
引
き
上
げ
目
安
と
も
さ

れ
て
い
た
。

　

使
用
者
側
委
員
と
の
腹
合
わ
せ
は
、
第

１
回
専
門
部
会
（
合
同
会
議
）
終
了
後
に

鉄
鋼
労
使
の
み
で
意
見
交
換
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

そ
の
際
の
焦
点
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
引
き
上
げ
額
で
あ
る
。

　

以
前
は
、
鉄
鋼
業
最
低
賃
金
の
水
準
や

影
響
率
も
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
労
使
が

議
論
す
る
引
き
上
げ
額
に
開
き
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
の
事
前
協
議

で
は
、
鉄
鋼
業
最
低
賃
金
が
各
社
の
企
業

内
最
低
賃
金
協
定
の
水
準
に
近
づ
い
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、お
互
い
が
主
張
す
る
引

き
上
げ
額
に
大
き
な
差
異
が
生
じ
て
い
る
。

　

本
年
度
の
専
門
部
会
で
は
、
事
前
協
議

が
不
十
分
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
労
働
者
側

25
円
・
使
用
者
側
９
円
か
ら
の
引
き
上
げ

議
論
の
開
始
と
な
っ
た
。
労
働
者
側
と
し

て
は
、
早
期
結
審
を
目
指
し
て
い
た
が
、

髙
田 

幸
一

基
幹
労
連
福
岡
県
本
部　

事
務
局
長

特
集
2

−

4

こ
れ
だ
け
の
差
を
埋
め
る
こ
と
は
出
来
ず
、

労
使
間
で
「
引
き
上
げ
の
指
標
を
何
に
す

る
べ
き
か
」「
地
域
別
最
低
賃
金
引
き
上

げ
額
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
」

等
に
つ
い
て
、
ギ
リ
ギ
リ
の
時
間
ま
で
議

論
を
交
わ
し
た
。
最
終
的
に
は
、
発
効
日

と
の
関
わ
り
を
も
踏
ま
え
、
労
使
双
方
が

お
互
い
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
慮
っ
た
結
果
と

し
て
、
16
円
（
地
域
別
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
額
と
同
額
）
の
引
き
上
げ
で
結
審
し

年度 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

福岡

最賃

時間額 652 663 675 680 692 695 701 712 727 743

アップ額 4 11 12 5 12 3 6 11 15 16

鉄鋼

最賃

時間額 770 784 800 806 824 828 835 848 865 881

アップ額 8 14 16 6 18 4 7 13 17 16

表1　福岡県最低賃金・鉄鋼業最低賃金 10年の推移

単位：円
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底上げ・格差是正特 集 ～すべての働く者の賃金・労働条件の改善に向けて～

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

※
福
岡
県
最
低
賃
金
と
鉄
鋼
業
最
低
賃
金

10
年
の
推
移
は
表
１
を
参
照
。

鉄
鋼
業
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に

向
け
た
労
働
者
側
の
対
応

　

労
働
局
に
提
出
し
た
「
必
要
性
有
無
」

の
意
見
書
は
、
Ａ
4
で
3
ペ
ー
ジ
。
そ
し

て
、
公
労
使
か
ら
の
質
問
に
備
え
た
手
持

ち
の
想
定
問
答
集
が
8
ペ
ー
ジ
。
ま
た
、

第
２
回
専
門
委
員
会
の
発
言
議
事
録
は
、

経
営
側
が
１
ペ
ー
ジ
弱
。
労
働
側
が
5
ペ

ー
ジ
強
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
公
益
側
委
員
と
労
働
局
に
労

働
者
側
の
主
張
を
丁
寧
に
説
明
し
た
い
が

為
の
策
で
あ
る
。
実
は
、
こ
れ
が
功
を
奏

し
過
ぎ
て
10
年
度
の
専
門
部
会
で
公
益
側

委
員
代
表
か
ら
「
労
使
の
自
主
性
を
重
ん

じ
る
が
、
社
会
的
に
見
て
本
年
度
の
引
上

げ
額
（
＋
６
円
）
の
低
さ
に
疑
問
を
持
つ
、

次
年
度
以
降
は
、
労
使
で
計
画
的
に
引
き

上
げ
る
よ
う
議
論
を
求
め
る
」
旨
の
発
言

も
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
鉄
鋼
業
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に

向
け
た
労
働
者
側
の
主
張
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
は
Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
取
り
組
み
方
針
や

基
幹
労
連
の
交
渉
対
策
資
料
等
を
参
考
に

現
地
の
思
い
も
加
え
て
作
成
し
て
い
る
。

各
産
別
の
ご
担
当
に
置
か
れ
て
は
、
言
わ

ず
も
が
な
の
内
容
と
考
え
る
が
、
そ
の
幾

つ
か
を
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

少
な
く
、
２
０
０
８
年
は
50
円
引
き
上
げ

て
も
鉄
鋼
業
最
低
賃
金
を
下
回
る
労
働
者

数
は
１
名
、
本
年
度
は
９
０
０
円
に
引
き

上
げ
て
も
50
名
程
度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

鉄
鋼
業
が
パ
ー
ト
等
で
は
対
応
で
き
な
い

専
門
性
の
高
い
職
種
の
た
め
、
旧
来
か
ら

時
間
単
価
が
非
常
に
高
い
こ
と
に
よ
る
。

こ
の
よ
う
に
現
実
の
時
間
単
価
と
鉄
鋼
業

最
低
賃
金
の
か
け
離
れ
た
実
態
を
解
消
す

べ
き
と
強
く
主
張
し
て
い
る
。

④ 

優
秀
な
人
材
確
保
に
つ
い
て

　

現
在
、
製
造
業
も
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
産

業
で
人
材
不
足
と
人
材
獲
得
競
争
が
顕
在

化
し
て
お
り
、
事
業
や
店
舗
運
営
が
成
り

立
た
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

福
岡
県
内
で
就
職
を
希
望
す
る
人
材
が
減

少
し
、
人
材
確
保
が
で
き
な
い
と
地
域
・

産
業
が
衰
退
し
て
い
く
懸
念
も
抱
く
と
こ

ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
人
材
確
保
の
た
め

に
も
鉄
鋼
業
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
強

く
主
張
し
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
裏
付
け

も
必
要
な
こ
と
か
ら
、
近
郊
の
工
業
高
校

就
職
者
数
・
進
学
者
数
・
県
内
外
就
職
者

数
・
業
種
別
就
職
先
（
鉄
鋼
・
自
動
車
・

電
機
な
ど
）を
調
査
し
、
そ
の
上
で
「
地
元

で
就
職
で
き
る
魅
力
あ
る
鉄
鋼
産
業
を
構

築
す
べ
き
」
と
労
働
者
側
の
主
張
に
織
り

込
ん
で
い
る
。

　

こ
の
他
に
も
、「
技
術
・
技
能
の
伝
承
」

「
60
歳
以
降
者
に
対
応
し
た
鉄
鋼
業
最
低

賃
金
」「
作
業
内
容
に
見
合
っ
た
賃
金
単

価
」
な
ど
も
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ

Ｃ
Ｍ
グ
ル
ー
プ
と
は
、
鉄
鋼
業
最
低
賃
金

の
結
審
予
測
額
・
日
程
な
ど
に
つ
い
て
密

に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
お
互
い
の
相
乗

効
果
を
高
め
て
い
る
。

　

今
後
の
鉄
鋼
業
最
低
賃
金
額
改
正
に
つ

い
て
は
、
各
社
の
18
歳
最
低
賃
金
協
定
の

見
直
し
も
視
野
に
入
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か

ら
、
使
用
者
側
委
員
の
ガ
ー
ド
も
固
く
な

っ
て
く
る
と
予
測
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に

従
来
に
も
増
し
て
労
使
の
事
前
協
議
が
重

要
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
る
。「
急

が
ば
回
れ
」
の
気
持
ち
で
、
今
後
と
も
鉄

鋼
業
最
低
賃
金
の
改
正
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

① 

基
本
目
標

　
「
当
該
産
業
に
お
け
る
高
卒
初
任
給
を

踏
ま
え
、
企
業
内
最
低
賃
金
額
に
計
画
的

に
近
づ
け
る
。」
こ
と
を
基
本
に
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
実
は
こ
の
8
年
間
、

福
岡
で
は
81
円
の
鉄
鋼
業
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
を
図
っ
た
が
、
逆
に
高
卒
初
任
給

（
申
請
組
合
）
は
そ
れ
以
上
の
引
き
上
げ

が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
経
営
側
の

危
険
予
知
（
他
県
の
鉄
鋼
業
最
低
賃
金
の

適
用
者
が
存
在
す
る
た
め
）
も
含
め
た
対

応
と
認
識
し
て
い
る
が
、
専
門
部
会
で
は
、

「
今
後
は
、
鉄
鋼
業
最
低
賃
金
と
実
態
賃

金
と
の
差
を
埋
め
る
と
と
も
に
未
組
織
労

働
者
へ
の
波
及
を
目
指
す
べ
き
」
と
主
張

し
て
い
る
。

② 

地
域
別
最
低
賃
金
に
対
す
る

　 

優
位
性
の
確
保

　

近
年
、
地
域
別
最
低
賃
金
が
大
幅
に
引

上
げ
ら
れ
る
中
、
こ
れ
ま
で
維
持
さ
れ
て

き
た
地
域
別
最
低
賃
金
に
対
す
る
鉄
鋼
業

最
低
賃
金
の
優
位
性
確
保
が
必
要
と
判
断

し
、「
地
域
別
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
率
を

確
保
し
な
け
れ
ば
、
基
幹
産
業
と
し
て
の

魅
力
を
失
う
ば
か
り
か
、
最
も
重
要
な
人

材
確
保
に
も
影
響
を
与
え
る
」
と
強
く
主

張
し
て
い
る
。
但
し
、
使
用
者
側
委
員
は

こ
の
主
張
に
真
っ
向
か
ら
対
峙
し
て
い
る

実
態
に
あ
る
。

③ 

極
め
て
低
い
影
響
率

　

鉄
鋼
産
業
は
非
正
規
労
働
者
が
極
め
て
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